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地球上には実に様々な動物たちが生息していますが、そうした動物たちの中には、我々人間

が及びもつかないような能力を持つものが少なくありません。こうした中、最も極限的な環境

ストレスに耐える動物と言われているのがクマムシ類です。クマムシ類はおおむね1mm未

満の微小な動物で、分類上独自のグループ（緩歩動物）を形成しています。陸生クマムシの多

くは乾燥耐性を持ち、周囲が乾燥すると脱水して縮まり乾眠と言われる状態になります（図1）。

この状態では水含量は数％にまで低下しており、生命活動は一切見られません。驚いたこと

に死んだわけではなく、水を与えると速や

かに活動状態に復帰します。乾眠状態では、

様々な極限環境（図2）に暴露した後でも、

給水することで生命活動を再開します。 

私たちはクマムシの中でも特に耐性の強

いヨコヅナクマムシを用いて、クマムシの

耐性能力の秘密を明らかにしていこうと

しています。個体を乾燥保存できる仕組

みが明らかになればヒトの医療や産業な

どにも大きな影響を及ぼすと期待されます。

『ゲノムひろば』ではヨコヅナクマムシの

実物も展示し、その強さが本当にヨコヅナ

級なのか、一部をご覧いただく予定です。 
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高等植物のゲノム進化の謎に迫るコムギ ― 植物における倍数性進化はこうして起こった ― 
 

パンコムギは3種類のゲノムをもつ6倍体です。今からおよそ0.5～3百万年前、野生ヒトツ

ブコムギとクサビコムギが自然交雑して4倍体のフタツブコムギができました。さらに、およ

そ7～9.5千年前、栽培フタツブコムギと雑草のタルホコムギが交雑し、6倍体のパンコムギ

ができました。このように、パンコムギは3種の野生コムギに由来する3セットの遺伝子をも

ちます。しかし、パンコムギは3つの遺伝子全てを使っているわけではないのです。 

私たちは、コムギの栽培化に関係したQ遺伝子（易脱穀性遺伝子）について解析を行いました。

その結果、3つの遺伝子のうちヒトツブコムギに由来する遺伝子が強い効果をもっていました。

ところが、興味深いことに、祖先2倍体のヒトツブコムギではこの遺伝子の強い効果はみられ

ず、倍数化が起こった後で、突然変異

により強く働くようになったことがわ

かりました。 

この研究は、倍数性の高等植物に存

在する複数の遺伝子セットが機能分

化することにより様々な形質（Q遺伝

子の場合は人類にとって有用な易脱

穀性）を示すことを明らかにしたも

のです。高等植物の倍数性進化の謎

を解く重要な手がかりになると考え

られます。 
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